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間
も
な
く
藤
ま
つ
り
で
す

　
　
今
年
は
新
企
画

　
　
　「
あ
た
た
か
い
甘
茶
で
藤
ま
つ
り
」

　
平
成
三
十
年
度

　
　「
行
事
予
定
」

○ 

会
報
「
道
」
発
行
　

　
春
号
と
秋
号
（
年
二
回
）

○  

第
十
二
回
藤
ま
つ
り

　
四
月
二
十
八
日
（
土
）

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

○  

記
念
碑
の
定
期
点
検

　
五
月
二
十
七
日
（
日
）

○  

第
十
四
回

　
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

　
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

名
誉
会
長
　
　
増
永
　
正
始

会
　
長
　
　
　
舩
本
　
正
治

副
会
長
　
　
　
津
川
　
和
子

副
会
長
　
　
　
市
野
　
俊
哉

町
お
こ
し
部
会

　
　
部
会
長
　
北
川
　
和
正

松
下
研
究
部
会

　
　
部
会
長
　
松
本
　
好
治

会
報
部
会

　
　
部
会
長
　
横
田
　
和
秀

イ
ベ
ン
ト
部
会

　
　
部
会
長
　
水
野
　
敏
雄

女
性
部
会
　
　
野
村
千
恵
子

　
同
　
　
　
　
瀨
川
　
幸
恵

事
業
会
計
　
　
辻
花
　
悦
子

同
監
査
役
　
　
中
田
　
秀
雄

支
援
会
計
　
　
藤
本
　
賢
司

同
監
査
役
　
　
水
田
　
英
二

事
務
局
長
　
　
松
本
　
好
弘

事
務
局
次
長
　
笹
野
　
舜
輔

事
務
局
員
　
　
舩
本
ト
シ
子

特
別
相
談
役
　
酒
井
　
豊

相
談
役
　
　
　
藤
本
　
賢
司

顧
　
問
　
　
　
藤
井
　
宏
一

　
最
近
、
福
島
区
の
「
の
だ

ふ
じ
め
ぐ
り
」
の
期
間
中
に

大
開
公
園
の
藤
棚
を
見
に
来

ら
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
中
に
は
百
人
規
模
で
お

出
で
に
な
る
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
ま
す
。
四
月
と
は
言
え
や

や
肌
寒
い
日
も
あ
り
、
あ
た

た
か
い
甘
茶
は
き
っ
と
喜
ば

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
甘
茶
は
、
低
木
ア
ジ
サ
イ

の
変
種
で
一
説
に
よ
れ
ば
甘

さ
は
砂
糖
の
百
倍
と
言
わ
れ

る
天
然
の
甘
味
料
で
す
。
古

く
か
ら
内
臓
機
能
の
働
き
を

高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
花
粉

症
や
ア
ト
ピ
ー
に
も
効
果
が

あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
甘
茶

　
当
委
員
会
が
開
催
す
る
藤
ま
つ
り
の
内
容
が
変
わ
り
ま

す
。
四
月
は
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

古
き
良
き
時
代
の
風
習
に
習
っ
て
大
開
公
園
の
藤
を
見
に

来
ら
れ
る
皆
様
に
「
甘
茶
」
を
振
舞
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
従
来
か
ら
続
け
て
来
た
里
親
募
集
、
里
子
の
頒
布
、
品

評
会
な
ど
は
取
り
止
め
ま
す
。が

見
直
さ
れ
日
々
の
生
活
に

生
か
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
企
画

も
お
役
に
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
甘
茶
は
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

　「
藤
ま
つ
り
開
催
日
」

　
　
四
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　
午
前
十
時
よ
り

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
十
一
回

実
施
し
て
き
た
藤
ま
つ
り
で

は
、
里
親
募
集
と
言
う
呼
び

か
け
で
大
開
を
中
心
に
藤
の

鉢
を
お
配
り
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
総
数
は
四
百
数
十
鉢
を

超
え
、
福
島
区
の
中
で
大
開

は
藤
の
鉢
が
一
番
多
い
町
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら

初
期
の
目
標
は
達
成
し
た
も

の
と
考
え
、
里
親
募
集
、
里
子

の
頒
布
、
品
評
会
な
ど
の
行

事
を
取
り
止
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　「
昨
年
、
里
親
に

　
　
　
な
ら
れ
た
方
へ
」

　
昨
年
お
預
け
し
た
里
子

（
藤
の
鉢
）
は
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
そ
の
ま
ま
お
育
て
下

さ
い
。

　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
開
所
式
に
招
か
れ
る

　
松
下
幸
之
助
歴
史
館

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
は
、
創

業
１
０
０
周
年
事
業
と
し
て

企
業
博
物
館
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
去
る
三
月
七

日
に
、
そ
の
開
所
式
が
行
わ

れ
当
事
業
委
員
会
も
お
招
き

を
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

事
業
委
員
会
を
代
表
し
て
舩

本
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

松
下
幸
子
様
は
じ
め
歴
代
社

長
や
幹
部
の
皆
様
が
お
元
気

な
姿
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
社
長
の
津
賀
一
宏
様

が
挨
拶
に
立
た
れ
厳
し
い
環

境
の
中
、
次
の
１
０
０
年
に

向
け
た
力
強
い
決
意
を
示
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
画
像
を

使
っ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
全
体

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
歴
史
館
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
後
、
新
し
い

「
松
下
幸
之
助
歴
史
館
」
と

創
業
以
来
の
製
品
が
展
示
さ

れ
た
「
も
の
づ
く
り
イ
ズ
ム

館
」
そ
し
て
「
さ
く
ら
広
場
」

を
案
内
し
て
頂
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
幹
部
の
皆

様
の
お
見
送
り
を
頂
き
な
が

ら
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

　
　
相
談
役
　
藤
本
賢
司

　
平
成
三
十
年
度

　
　「
役
員
名
簿
」
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松
下
幸
之
助
さ
ん
が
福

島
区
大
開
町
で
「
松
下
電

気
器
具
製
作
所
」
を
創
業

さ
れ
た
の
は
大
正
七
年
三

月
七
日
で
す
。
祖
父
・
松
本

梅
三
郎
は
遅
れ
る
こ
と
三

年
程
の
ち
に
北
区
兎
我
野

町
か
ら
大
開
町
に
移
り
住

み
ま
し
た
。

　
大
正
の
初
め
ま
で
は
釣

り
堀
や
池
が
あ
る
低
湿
地

で
西
野
田
職
工
学
校
と
人

家
が
点
在
す
る
だ
け
の
、

い
ま
だ
田
園
と
い
う
趣
の

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
大
開
町

で
「
松
本
商
店
」
の
屋
号
で

紙
箱
の
製
造
販
売
を
始
め

ま
し
た
。
同
様
の
志
を
抱

い
た
人
達
も
い
て
酒
屋
、

米
屋
、
自
転
車
屋
、
溶
接
業

な
ど
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　
幸
之
助
さ
ん
は
大
正
十

一
年
「
第
一
次
本
店
・
工

場
」
を
新
築
さ
れ
た
頃
か

ら
、
こ
の
人
た
ち
と
親
し
く

付
き
合
い
を
さ
れ
て
い
か
れ

ま
す
。

　
月
一
回
、会
合
し
た
り
、お

金
を
積
み
立
て
て
旅
行
に
も

一
緒
に
行
か
れ
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
の
で
「
ま
た
遊
び

に
行
こ
う
」
と
言
っ
て
い
た

こ
と
が
「
ま
た
い
こ
う
か
い

（
又
行
会
）」
と
い
う
名
前
に

な
っ
た
の
で
す
。
メ
ン
バ
ー

は
幸
之
助
さ
ん
を
含
め
た
十

一
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の

で
昭
和
六
年
に
「
十
一
商
事

株
式
会
社
」
と
い
う
会
社
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　
祖
父
は
幸
之
助
さ
ん
と
は

親
密
に
付
き
合
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
よ
う
で
幸
之
助
さ

ん
が
大
正
十
四
年
に
連
合
区

会
議
員
選
挙
で
当
選
さ
れ
た

折
の
祝
宴
で
の
集
合
写
真
で

は
横
に
座
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
幸
之
助
さ
ん
が
終
生
、

本
籍
地
と
し
て
い
た
「
第
一

次
本
店
・
工
場
」
を
昭
和
十

二
年
に
幸
之
助
さ
ん
か
ら
譲

り
受
け
ま
し
た
。

　
祖
父
が
幸
之
助
さ
ん
と
深

く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
実

に
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
松
下
幸
之
助
さ
ん
と
松
本
商
店

　
　
　
　
松
下
幸
之
助
研
究
部
会
長
　
松
本
好
治

　
平
成
二
十
九
年
度
　
活
動
報
告

　
第
十
三
回
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
開
催

項　目 金　額 摘　　　　要

収　入  前期繰越金 353,285

 各種祝儀 119,000  活動報告会、 藤まつり、ぜんざいP

 活動報告会会費 0

 助成金 50,000  社会福祉協議会（赤い羽根募金）

 雑収入 44,002  会報協賛金、受取利息,他

 収入合計 566,287

支　出  会議費 12,000  役員総会、役員会・他

 会報発行費 19,872  道の春号・秋号

 イベント開催費 95,717  藤まつり、ぜんざいパーティ

 交通・通信費 17,372  会報郵送代、電報代

 諸経費 10,777  事務用品、HPサーバー代、他

 修理費 17,280  横断幕修理代

 雑費 5,000  祝儀(納涼夜市)

 支出合計 178,018

収　支  次期繰越金 388,269

平成29年度　事業会計収支報告書
自平成29年３月1日～至平成30年2月28日

会　計　　辻花 悦子　印　　　　　監　査　　中田 秀雄　印

町
お
こ
し
部
会
　
　

　
当
部
会
で
は
、
昨
年
四
月

十
六
日
に
第
十
一
回
藤
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
開

小
学
校
と
幼
稚
園
、
他
に
大

開
地
区
や
他
地
区
の
有
志
の

方
に
育
て
て
頂
い
た
藤
を
頒

布
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
の
第
十

三
回
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
多
く
の
来
場
者
の
皆
さ

ま
で
、
公
園
内
に
行
列
が
出

来
る
程
の
盛
況
で
し
た
。
こ

の
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
今
回
も
地
元
諸
団
体
の
ご

協
力
を
得
て
盛
大
に
実
施
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た

八
月
に
は
、
恒
例
の
野
田
阪

神
本
通
商
店
街
の
納
涼
夜
市

に
も
協
賛
し
ま
し
た
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会
　
　

　
松
下
政
経
塾
関
西
研
修
で

は
第
三
十
八
期
塾
生
の
皆
さ

ん
の
来
訪
を
受
け
松
下
幸
之

助
さ
ん
と
関
わ
り
の
深
い
三

井
住
友
銀
行
西
野
田
支
店
さ

ん
へ
の
表
敬
訪
問
の
後
に
、

創
業
の
地
を
案
内
し
ま
し

た
。
ま
た
、
秋
に
は
Ｐ
Ｈ
Ｐ

友
の
会
の
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
で

同
じ
く
、
創
業
の
地
と
野
田

恵
比
須
神
社
を
訪
ね
歩
き
ま

し
た
。
今
後
も
創
業
の
地
の

案
内
は
積
極
的
に
継
続
い
た

し
ま
す
。

記
念
碑
管
理
部
会
　
　

　
大
開
公
園
愛
護
会
、
お
お

ひ
ら
き
松
翁
会
の
協
力
を
得

て
記
念
碑
及
び
周
辺
の
美
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
現
在

は
、
記
念
碑
上
の
藤
棚
に
防

鳥
網
を
展
開
し
た
結
果
、
素

晴
ら
し
い
藤
の
花
の
開
花
を

見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
五

月
末
に
は
五
回
目
の
記
念
碑

の
点
検
と
大
掃
除
を
行
い
ま

し
た
。
な
お
記
念
碑
、
銘
板
、

藤
棚
は
お
お
む
ね
良
好
な
状

態
で
し
た
。

　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘

　
藤
ま
つ
り

　
記
念
碑
の
定
期
点
検

　
当
委
員
会
で
は
、
昨
年
の

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）、
大

開
公
園
の
記
念
碑
前
に
て
第

十
三
回
「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

は
、
ぜ
ん
ざ
い
が
好
物
で

あ
っ
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
に

ち
な
み
、
良
質
の
ア
ズ
キ
と

近
年
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
の

故
郷
で
あ
る
和
歌
山
県
産
の

も
ち
米
を
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
津
川
実
行
委
員
長
の
開
会

宣
言
を
待
た
ず
に
長
蛇
の
行

列
が
で
き
、
準
備
さ
れ
た
約

六
〇
〇
食
が
一
時
間
ほ
ど
で

完
食
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
三
井
住
友
銀
行

様
、
大
開
女
性
会
、
商
店
街

女
性
部
、
大
開
夢
と
希
望
の

会
を
は
じ
め
、
各
団
体
の
皆

様
方
に
は
、
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉


